
一
、

仏
教
と
神
道
が
中
世
に
お
い
て
は
本
地
垂
通
説
に
基
づ
い
た
習
合
の
関
係
を

結
ぶ
傾
向
が
強
か
っ
た
と
い
う
事
は
、
こ
こ
で
改
め
て
強
調
す
る
ま
で
も
な
い

事
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
仏
教
と
神
道
と
の
関
係
が
、
幕
藩
制
の
成

立
に
と
も
な
っ
て
、
大
き
な
揺
振
り
を
か
け
ら
れ
た
と
い
う
事
も
、
よ
く
知
ら

れ
た
事
で
あ
る
。
そ
の
揺
振
り
と
は
、
幕
藩
制
の
成
立
に
並
行
し
て
登
場
し
た

儒
者
達
に
よ
っ
て
仏
教
側
に
投
げ
つ
け
ら
れ
た
「
排
仏
論
」
と
「
神
儒
一
致
」

の
主
張
で
あ
っ
た
。
儒
者
達
の
排
仏
の
主
張
は
、
仏
教
の
人
倫
軽
視
・
否
定
に

対
す
る
言
わ
ば
倫
理
的
批
判
を
柱
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
、
宗
教

に
対
す
る
政
治
の
優
位
性
を
確
立
し
た
幕
藩
制
の
現
実
を
反
映
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
儒
者
達
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
た
「
神
儒
一
致
」
論
は
、
結
果
と

し
て
従
来
の
神
仏
関
係
に
く
さ
び
を
打
ち
込
む
機
能
を
果
し
た
。
こ
の
主
張

は
、
時
代
の
新
思
想
で
あ
っ
た
儒
教
が
自
ら
の
存
立
の
意
義
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

上
で
、
こ
の
上
な
く
有
効
な
方
法
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
か
つ
て
外
来
思
想

で
あ
る
仏
教
が
こ
の
国
に
根
づ
い
て
ゆ
く
た
め
に
神
道
と
の
習
合
と
い
う
道
筋

を
辿
る
事
を
選
ん
だ
よ
う
に
、
同
じ
く
外
来
思
想
で
あ
る
儒
教
も
、
主
と
し
て

江
戸
時
代
に
お
け
る
仏
教
と
神
道

ｌ
慈
雲
の
神
道
説
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ

倫
理
的
側
面
に
お
け
る
神
道
と
の
一
致
論
を
展
開
し
、
仏
教
の
反
倫
理
性
を
批

判
す
る
事
で
、
こ
の
国
に
お
け
る
自
ら
の
存
在
の
優
位
性
を
人
灸
に
印
象
づ

け
、
自
ら
の
地
位
の
確
保
に
努
め
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
事
態
に
対
し
て
、
仏
者
達
は
何
ら
か
の
対
応
を
せ
ま
ら
れ
る
事

と
な
っ
た
。
彼
ら
は
、
当
初
、
主
と
し
て
儒
仏
一
致
論
や
神
儒
仏
の
三
教
一
致

論
等
で
こ
の
事
態
に
対
応
し
よ
う
と
試
承
た
が
、
そ
の
内
容
は
、
仏
教
は
世
俗

倫
理
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
と
強
調
す

る
点
で
、
仏
教
側
か
ら
儒
教
に
積
極
的
に
接
近
を
は
か
る
傾
向
を
強
く
持
つ
も

の
で
あ
っ
た
。
も
と
よ
り
仏
教
は
本
来
的
に
出
世
間
の
教
え
で
あ
り
、
し
た
が

っ
て
世
間
教
で
あ
る
儒
教
と
は
次
元
を
異
に
す
る
と
い
う
主
張
が
可
能
な
は
ず

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
す
で
に
充
分
す
ぎ
る
程
に
世
俗
化
を
遂
げ
て
お

り
、
ま
た
、
そ
れ
に
対
す
る
批
判
を
も
あ
び
て
い
た
仏
教
界
は
、
こ
の
種
の
主

張
を
展
開
す
る
立
場
を
と
る
事
は
出
来
な
か
っ
た
。
何
よ
り
も
、
幕
藩
制
社
会

は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
宗
教
に
対
す
る
政
治
の
優
位
性
を
確
立
し
た
社
会
で

あ
り
、
儒
教
は
そ
の
政
治
と
密
接
に
結
び
つ
く
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま

た
仏
者
達
は
、
「
排
仏
論
」
の
有
力
な
論
拠
と
し
て
展
開
さ
れ
た
「
神
儒
一

致
」
論
に
つ
い
て
も
、
従
来
の
本
地
垂
通
説
に
よ
る
一
致
論
の
再
確
認
を
試
承

山
本
眞
功

一
一
一



る
の
承
で
、
結
局
の
と
こ
ろ
充
分
な
論
陣
を
張
る
事
は
出
来
な
か
っ
た
。
幕
藩

制
下
の
仏
教
界
は
、
儒
教
側
か
ら
の
以
上
の
よ
う
な
攻
勢
に
対
抗
し
、
自
ら
の

存
立
の
意
義
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
も
、
新
た
な
る
神
仏
関
係
の
論
理
を
構

築
す
る
と
い
う
課
題
を
か
か
え
続
け
る
事
と
な
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
加
え
て
、
江
戸
時
代
も
後
半
に
到
る
と
、
仏
教
界
は
幾
つ
か
の
新
た

な
る
種
類
の
批
判
に
直
面
さ
せ
ら
れ
る
事
と
な
る
。
そ
の
一
つ
は
、
後
半
期
の

儒
者
達
を
中
心
と
し
て
展
開
さ
れ
た
仏
教
の
須
弥
山
説
に
対
す
る
科
学
的
立
場

か
ら
の
批
判
で
あ
る
。
須
弥
山
説
は
、
周
知
の
如
く
仏
教
に
独
特
な
宇
宙
観
で

あ
り
、
想
像
を
絶
す
る
高
山
で
あ
る
須
弥
山
を
中
心
に
、
人
間
界
を
は
じ
め
地

獄
道
・
餓
鬼
道
な
ど
の
六
道
の
実
在
を
説
き
、
阿
弥
陀
仏
の
極
楽
浄
士
は
こ
の

須
弥
山
の
西
方
十
万
億
士
に
存
在
す
る
と
す
る
説
で
あ
る
。
須
弥
山
説
に
対
し

て
は
、
す
で
に
早
く
戦
国
期
に
渡
来
し
た
キ
リ
シ
タ
ン
宣
教
師
に
よ
る
天
動
説

・
地
球
球
体
説
に
基
づ
く
批
判
が
な
さ
れ
た
事
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
享
保
十

五
年
（
一
七
三
○
）
に
我
が
国
で
も
清
の
人
・
勝
芸
の
編
ん
だ
『
天
経
或
問
』

が
刊
行
さ
れ
た
事
を
契
機
と
し
て
、
儒
者
達
、
特
に
懐
徳
堂
学
派
を
中
心
と
し

た
天
動
説
・
地
球
球
体
説
に
よ
る
須
弥
山
説
批
判
が
更
に
活
発
に
展
開
さ
れ
る

事
と
な
っ
た
。
須
弥
山
説
は
、
六
道
の
実
在
を
説
く
と
い
う
点
で
、
仏
教
の
来

世
観
・
輪
廻
転
生
説
の
論
拠
と
な
る
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
こ
の
説
に
対
す
る

科
学
的
・
実
証
的
な
方
法
に
よ
る
批
判
が
盛
ん
に
な
る
事
は
、
仏
教
界
に
少
な

か
ら
ぬ
危
機
意
識
を
い
だ
か
せ
る
に
充
分
な
も
の
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
江
戸
時
代
の
後
半
期
に
は
、
こ
れ
に
加
え
て
国
学
者
達
か
ら
の
「
排

仏
論
」
が
登
場
す
る
。
彼
ら
の
排
仏
の
主
張
の
中
に
は
、
本
地
垂
迩
説
を
神
道

の
純
粋
性
を
損
な
う
も
の
と
す
る
批
判
が
含
ま
れ
て
お
り
、
仏
教
界
は
、
こ
の

（
－
１
且
）

種
の
批
判
に
対
し
て
も
何
ら
か
の
対
応
を
せ
ま
ら
れ
る
事
と
な
る
の
で
あ
る
。

幕
藩
制
の
も
と
で
の
仏
教
界
は
、
以
上
の
よ
う
な
幾
つ
か
の
課
題
を
突
き
付

け
ら
れ
て
、
ま
さ
し
く
身
動
き
の
と
れ
な
い
状
況
の
も
と
に
あ
っ
た
と
言
っ
て

よ
い
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
十
八
世
紀
の
後
半
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
応
え
ん
と

し
て
、
独
自
な
神
道
説
を
も
っ
て
登
場
し
た
の
が
真
言
宗
の
僧
・
慈
雲
飲
光

（
一
七
一
八
’
一
八
○
四
）
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
以
下
「
雲
伝
神
道
」
と
よ

ば
れ
る
彼
の
神
道
説
を
扱
う
事
に
よ
っ
て
、
幕
藩
制
下
の
神
仏
関
係
が
は
ら
む

問
題
の
検
討
を
試
ゑ
る
が
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
、
ま
ず
簡
単
に
で
は
あ
る
が
、

慈
雲
の
人
物
像
・
思
想
的
立
場
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
く
事
と
し
た
い
。

一
一
、

江
戸
時
代
中
期
の
真
言
僧
・
慈
雲
は
、
『
梵
学
津
梁
』
一
千
巻
の
大
著
の
完

成
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
十
八
世
紀
に
お
け
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
学
の
最
高
峰
を

な
し
た
人
物
と
し
て
著
名
で
あ
る
と
共
に
、
「
正
法
律
」
復
興
を
高
唱
し
た
人

物
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
彼
は
、
幕
藩
制
の
下
に
組
み
込
ま
れ
た
事
も
あ

っ
て
進
行
す
る
仏
教
界
の
堕
落
に
対
し
、
出
家
修
行
者
が
自
ら
厳
し
く
戒
律
を

ふ
ゑ
行
う
事
を
強
く
訴
え
、
さ
ら
に
、
在
家
の
人
々
に
向
っ
て
も
、
平
易
な
言

葉
で
著
わ
し
た
『
十
善
法
語
」
や
そ
の
内
容
を
集
約
し
た
『
人
と
な
る
道
」
を

も
っ
て
、
日
常
の
あ
る
べ
き
生
活
の
姿
を
示
し
た
。
幕
末
の
学
僧
・
道
契
が
そ

の
著
『
続
日
本
高
僧
伝
』
に
、

世
之
習
レ
教
者
不
二
必
修
杉
禅
。
参
し
禅
者
未
二
嘗
聞
戸
教
。
精
二
千
顕
一
者
、

或
疎
二
於
密
一
、
専
二
於
密
一
者
、
多
暗
二
子
顕
一
。
互
相
是
非
或
有
下
起
二
辺
見

、

見
取
見
一
者
上
。
光
公
（
飲
光
、
す
な
わ
ち
慈
雲
ｌ
筆
者
註
）
識
見
卓

絶
、
荷
二
措
大
法
一
不
し
拘
二
泥
於
一
宗
一
。
該
二
羅
顕
密
禅
教
衆
美
一
、
兼
通
二

儒
籍
一
。
文
足
三
以
載
二
其
道
一
。
以
レ
是
普
摂
二
群
機
一
、
為
二
一
代
人
天
導

一
一
一
一



（
う
上
）

師
一
、
律
儀
改
レ
弊
、
袈
裟
復
し
古
。
護
法
大
功
、
光
前
絶
後
。

と
記
す
よ
う
に
、
そ
の
思
想
的
立
場
は
、
宗
派
の
セ
ク
ト
主
義
を
排
し
た
、
一

宗
に
拘
泥
し
な
い
通
仏
教
的
立
場
を
と
る
も
の
で
あ
り
、
加
え
て
深
く
「
儒

籍
」
に
も
通
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
慈
雲
の
「
儒
籍
」
と
の
か
か
わ
り
は
、
幼
少
の
頃
か
ら
始
ま
っ

て
い
る
。
彼
の
父
・
上
月
安
範
は
、
『
大
祓
解
』
と
い
う
著
作
を
持
つ
程
の
人

物
で
あ
っ
た
が
、
反
骨
精
神
が
旺
盛
で
あ
っ
た
事
も
あ
っ
て
、
一
生
涯
を
浪
人

と
し
て
過
言
」
し
、
我
が
子
に
対
し
て
も
自
ら
の
信
ず
る
と
こ
ろ
を
以
て
厳
し
い

教
育
を
ほ
ど
こ
し
た
人
物
で
あ
っ
た
。
慈
雲
の
撰
に
な
る
『
不
倫
盗
戒
記
』

は
、
こ
の
間
の
事
情
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

ノ
ハ
ル
ー
ス

慈
雲
父
上
月
氏
、
源
安
範
也
。
有
二
七
男
一
女
一
。
七
子
皆
教
以
ニ

ヲ

ニ
リ

ノ

儒
典
武
芸
。
家
常
有
二
浪
人
数
輩
一
而
食
焉
。
其
中
武
市
新
蔵
者
朱
子

ノ
ス

ヲ

学
也
。
為
二
兄
義
陳
伊
窩
等
一
講
二
論
孟
学
庸
三
体
詩
古
文
詩
書
等
一
・
慈
雲

テ
ニ
シ
テ
ノ
ー
ニ
ク

在
二
幼
稚
一
侍
二
其
側
一
而
常
聴
焉
。
（
『
慈
雲
尊
者
全
集
』
八
高
貴
寺

刊
Ｖ
第
十
一
、
四
七
九
’
四
八
○
頁
。
な
お
、
こ
の
全
集
か
ら
の
引
用
に

つ
い
て
は
、
『
全
集
』
と
略
し
、
以
下
そ
の
箇
所
に
巻
数
と
頁
数
の
み
を

記
す
事
と
す
る
。
）

こ
の
よ
う
な
事
情
も
あ
っ
て
か
、
慈
雲
は
、
す
で
に
少
年
の
頃
か
ら
、
同
じ

上
ヲ
ラ
ク
ハ
レ
ノ
ナ
リ
ト

く
『
不
倫
盗
戒
記
』
が
「
悪
二
沙
門
及
仏
法
一
、
自
謂
釈
迦
是
虚
証
首
領
」

（
『
全
集
』
第
十
一
、
四
八
○
頁
）
と
記
す
よ
う
に
、
武
市
新
蔵
か
ら
の
朱
子

学
の
聴
講
を
拠
り
所
と
し
た
と
思
わ
れ
る
仏
教
へ
の
批
判
を
い
だ
い
て
い
た
と

言
わ
れ
る
。

十
三
歳
の
秋
、
慈
雲
は
、
父
の
死
と
そ
の
遺
命
に
よ
り
、
不
本
意
な
が
ら
父

母
が
共
に
深
く
帰
依
し
て
い
た
田
辺
法
楽
寺
の
忍
綱
貞
紀
和
上
に
従
っ
て
出
家

一
四

一
プ

ル
カ
シ
テ

し
た
が
、
そ
れ
は
『
不
倫
盗
戒
記
』
に
「
至
二
年
十
三
一
先
老
被
し
背
◎
遺
命

ム
ヲ
セ

ク
ム
シ
テ
ム
ヲ
ス
ノ
ラ
ラ
ク
《

使
二
予
出
家
一
。
親
巻
悉
勧
。
不
し
得
し
已
而
剃
染
。
其
意
自
謂
、
仏
法

シ
テ
テ
ノ
ル
ヲ
テ
ニ
シ

リ
為
二
虚
証
一
、
予
也
十
年
依
学
知
三
其
虚
証
之
為
二
虚
証
一
、
帰
し
俗
破
二
斥

ヲ
ソ
カ

ノ
ヲ
卜

仏
法
一
立
二
我
紫
湯
先
生
道
一
耳
」
（
『
全
集
』
第
十
一
、
四
八
○
’
四
八
一
頁
）

と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
充
分
に
仏
教
を
学
ん
だ
上
で
、
十
年
後
に
は
還
俗
し

て
仏
教
を
破
罹
せ
ん
と
い
う
決
意
を
も
っ
て
の
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
慈
雲
は
、
貞
紀
和
上
の
導
き
に
よ
り
、
十
五
歳
の
時
、
宗
教
的
霊
感
を

得
、
前
非
を
悔
い
て
深
く
仏
教
を
信
ず
る
に
到
っ
た
。
そ
の
後
の
彼
は
ひ
た
す

ら
学
問
修
行
に
は
げ
ん
だ
事
も
あ
っ
て
、
師
の
貞
紀
和
上
は
、
彼
の
将
来
を
考

え
、
十
六
歳
の
年
か
ら
三
年
間
に
わ
た
っ
て
、
彼
を
京
都
の
伊
藤
東
涯
（
一
六

七
○
’
一
七
三
六
）
の
門
に
学
ば
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
彼
に
儒
典
詩
文
を
学

ば
せ
る
た
め
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
事
が
、
後
に
彼
に
儒
教
へ
の
対
応
を
充
分
に

意
識
し
た
神
道
説
を
樹
立
さ
せ
る
基
盤
と
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
経
歴
を
も
つ
慈
雲
が
独
自
の
神
道
説
を
た
て
た
の
は
、
晩
年

（
３
）

の
七
十
歳
を
越
え
て
か
ら
の
事
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
こ
こ
で
こ
の
慈
雲
の
神

道
説
を
扱
う
に
際
し
て
、
前
も
っ
て
確
認
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

は
、
彼
の
神
道
説
が
仏
教
の
一
宗
派
、
た
と
え
ば
彼
の
属
す
る
真
言
宗
の
立
場

か
ら
の
承
述
べ
ら
れ
よ
う
と
し
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
事
で
あ
る
。
慈
雲

は
、
す
で
に
そ
の
著
『
十
善
法
語
』
の
中
で
、
自
力
・
他
力
・
聖
道
門
・
浄
土

門
・
顕
教
・
密
教
な
ど
の
従
来
の
教
学
の
考
え
方
や
、
宗
派
的
・
宗
学
的
な
戒

律
に
対
す
る
理
解
の
仕
方
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、
釈
尊
在
世
中
の
正
法
が
行
わ
れ

た
時
代
に
範
を
求
め
る
事
で
、
各
宗
各
派
に
通
ず
る
大
道
を
示
さ
ん
と
す
る
十

一
一
一
、



善
戒
論
を
展
開
し
、
自
ら
の
拠
っ
て
立
つ
所
が
通
仏
教
的
立
場
で
あ
る
と
い
う

事
を
表
明
し
て
い
る
。
以
下
で
問
題
と
す
る
諸
々
の
点
に
関
し
て
、
彼
は
す
べ

て
こ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
の
発
言
を
試
み
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
慈
雲
は
、
先
に
我
々
が
確
認
し
た
こ
の
時
代
の
仏
教
界
の
か
か

え
て
い
た
課
題
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
に
応
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
我
々
は
、
幕
藩
制
の
成
立
期
か
ら
展
開
さ
れ
て
来
た
儒
者
達
の
「
排
仏

論
」
へ
の
対
応
か
ら
見
て
ゆ
く
事
と
し
た
い
。

慈
雲
は
、
そ
の
神
道
説
を
展
開
さ
せ
る
に
際
し
て
、
従
来
の
仏
者
達
が
「
排

仏
論
」
へ
の
対
応
と
し
て
行
っ
た
儒
仏
一
致
論
や
神
儒
仏
の
三
教
一
致
の
主
張

を
は
っ
き
り
と
否
定
す
る
事
か
ら
出
発
し
て
い
る
。
『
相
承
神
道
儀
』
に
示
さ

れ
た
、
次
の
よ
う
な
主
張
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。

旧
事
紀
に
、
聖
徳
太
子
幼
年
の
時
、
天
皇
の
問
に
答
た
ま
ふ
。
神
道
は

根
本
也
。
儒
道
は
枝
葉
也
。
仏
法
は
花
果
也
云
々
。

此
文
、
艸
角
小
児
の
言
辞
と
お
も
は
れ
ず
。
上
宮
皇
太
子
の
凡
人
な

ら
ざ
る
は
、
世
に
許
す
所
な
れ
ど
も
、
小
児
は
小
児
の
す
が
た
な
る
ベ

ク

Ｌ
・
支
那
孔
子
の
児
と
し
て
嬉
戯
姐
豆
を
つ
ら
ね
、
礼
容
を
設
る
に
て

ル
ノ

知
べ
き
也
。
此
三
教
を
評
せ
る
、
理
路
ま
じ
は
り
、
そ
の
詞
老
成
人

ノ

の
風
あ
り
て
、
其
理
は
か
へ
つ
て
層
浅
な
り
。
後
人
の
い
つ
は
り
加

ふ
る
こ
と
ば
な
る
べ
し
。
然
る
に
儒
道
も
と
よ
り
用
ゆ
べ
き
は
、
古
今

ノ

シ

の
成
式
な
れ
ば
、
此
文
全
く
非
な
る
に
は
非
る
べ
し
。
今
正
く
こ
れ

く
〃
〆

を
言
ぱ
、
仏
法
は
度
外
に
置
く
し
。
神
道
は
樹
根
の
如
く
、
儒
道
百

ノ

ク

家
は
枝
葉
花
果
の
如
し
。
其
根
抵
を
堅
し
て
枝
葉
花
果
を
茂
盛
な
ら

し
む
る
、
聖
君
賢
佐
の
国
を
治
め
民
を
救
ふ
妙
術
な
る
べ
し
。
（
『
全

集
』
第
十
へ
六
四
五
頁
）

こ
れ
は
、
仏
者
達
が
仏
教
と
神
儒
の
一
致
を
主
張
す
る
際
に
用
い
る
事
の
多

か
っ
た
吉
田
神
道
の
「
根
葉
果
実
論
」
を
否
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
慈

ノ

雲
は
、
「
根
葉
果
実
論
」
を
「
其
理
は
か
へ
つ
て
唐
浅
な
り
。
後
人
の
い
つ

ク

は
り
加
ふ
る
こ
と
ば
な
る
べ
し
」
と
し
て
否
定
し
、
「
仏
法
は
度
外
に
置
く

し
」
と
し
て
、
仏
教
を
神
儒
の
同
列
か
ら
外
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
続
け
て

ノ

ク

「
神
道
は
樹
根
の
如
く
、
儒
道
百
家
は
枝
葉
花
果
の
如
し
。
其
根
祗
を
堅
し

て
枝
葉
花
果
を
茂
盛
な
ら
し
む
る
、
聖
君
賢
佐
の
国
を
治
め
民
を
救
ふ
妙
術
な

る
べ
し
」
と
述
べ
て
、
儒
教
の
果
す
べ
き
役
割
に
ふ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
慈
雲
は
、
必
ず
し
も
儒
教
を
有
用
な
も
の
と
し
て
評
価
し

て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
『
神
儒
偶
談
』
や
『
神
道
要
語
』
の
中
に
は
、

次
の
よ
う
な
儒
教
へ
の
批
判
の
言
辞
が
ゑ
え
る
の
で
あ
る
。

カ

ノ

堯
舜
を
祖
述
し
て
は
、
我
国
は
治
る
べ
き
に
非
ず
。
彼
支
那
の
如

く
、
君
は
有
功
の
臣
を
疑
ひ
、
臣
は
天
位
を
窺
寮
す
。
（
『
神
儒
偶
談
』

巻
上
。
『
全
集
』
第
十
、
二
八
頁
）

一
陰
一
陽
悉
く
自
然
の
道
な
り
。
我
朝
に
在
て
守
屋
が
暴
逆
な
る
も
、

ノ
ョ
ロ
ヅ

ノ

ク

其
徒
万
が
忠
義
有
り
。
万
が
犬
其
主
人
の
志
を
全
す
。
儒
者
是
を

ケ

ノ

レ

受
て
君
臣
の
道
を
立
る
。
其
跡
よ
り
是
を
い
は
堂
道
の
在
処
な
り
。

ノ

ソ

此
父
子
君
臣
に
て
道
は
全
ぎ
な
り
。
更
に
夫
婦
昆
弟
朋
友
の
道
を
立
る

ノ

テ

は
、
面
上
の
贄
の
如
く
、
其
教
無
き
に
し
か
ず
。
殊
に
朋
友
の
交
を
立

て
五
倫
と
な
す
は
、
後
世
叛
逆
の
基
と
な
る
な
り
。
（
中
略
）
事
の
始
末

フ

を
全
す
る
に
儒
道
を
借
り
用
く
し
。
詳
に
云
は
堂
、
家
の
礼
度
を
立
る

う

は
礼
記
の
中
を
取
捨
し
て
用
る
が
如
き
な
り
。
（
中
略
）
但
し
儒
道
は
煩

細
の
弊
あ
り
。
煩
細
は
反
て
敗
の
本
な
り
。
（
『
神
道
要
語
』
・
『
全
集
』

第
十
、
二
○
八
’
二
○
九
頁
）

一

五



す
な
わ
ち
、
彼
は
こ
こ
で
儒
教
の
直
輸
入
と
儒
教
倫
理
の
限
界
性
を
説
き
、

吸
収
す
る
に
際
し
て
は
批
判
的
態
度
を
も
っ
て
行
う
べ
き
事
を
説
い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
儒
教
へ
の
批
判
的
態
度
は
、
朱
子
学
に
対
す
る
時
、
よ
り
徹
底

し
た
も
の
と
な
る
。
た
と
え
ば
、
次
の
よ
う
な
主
張
で
あ
る
。

我
小
人
な
り
。
治
国
平
天
下
に
至
て
は
知
る
べ
き
所
な
ら
ず
。
さ
れ
ど

ク

も
そ
の
学
問
を
論
ぜ
ぱ
、
少
壮
の
比
、
師
に
従
て
聞
と
こ
ろ
あ
り
・
今
四

レ

書
の
中
が
程
子
の
定
る
所
の
大
学
、
そ
の
三
綱
領
八
条
目
は
、
入
子
盆

上

を
見
る
如
く
、
古
風
を
失
て
見
づ
ら
き
書
と
な
れ
り
。
凡
そ
天
下
国
家

フ

を
治
る
、
誠
意
正
心
よ
り
起
て
、
終
り
国
家
に
及
こ
と
に
て
は
有
ま
じ

き
理
也
。
天
下
は
天
下
に
て
自
ら
治
り
、
国
は
国
に
て
自
ら
乱
れ
ざ
る
趣

あ
る
べ
し
。
衆
小
人
が
乱
さ
ね
ば
国
も
天
下
も
自
ら
治
り
た
る
も
の
な
る

べ
し
。
（
中
略
）
説
郛
等
の
中
に
大
学
中
庸
を
出
す
。
此
に
て
見
れ
ば
、

ノ

学
庸
と
も
に
古
書
の
体
裁
に
て
、
其
中
格
言
ゑ
な
神
慮
に
も
叶
ふ
く
し
。

今
趙
宋
伊
洛
の
風
と
な
り
て
は
、
世
知
弁
聡
の
書
と
な
り
て
、
神
慮
に
叶

ふ
く
し
と
は
思
は
れ
ぬ
な
り
。
（
『
神
儒
偶
談
』
巻
上
。
『
全
集
』
第
十
、

三
一
’
三
二
頁
）

さ
ら
に
続
け
て
、
「
明
徳
と
は
何
ぞ
」
と
い
う
問
に
答
え
る
形
で
、
次
の
よ

う
に
述
べ
る
。

テ
ヘ
テ
ヲ
ス
二

朱
子
の
虚
霊
不
昧
以
具
二
象
理
一
而
応
二
万
事
一
と
云
様
な
る
六
ヶ
し
き

ス
ル
セ
ン
ト

妄
想
は
、
神
慮
に
叶
ふ
く
し
と
は
思
れ
ぬ
な
り
。
下
の
古
之
欲
し
明
ニ

ヲ

ニ
ハ
ツ
ム
ノ
ヲ
フ
し

明
徳
於
天
下
一
者
、
先
治
二
其
国
一
と
云
に
て
知
く
し
。
（
中
略
）
朱

ル
ナ
リ
ヲ
シ
テ
ラ
テ
ス
ル
ノ
ヲ

註
に
、
使
四
天
下
之
人
皆
有
三
以
明
二
其
明
徳
一
也
と
。
此
等
承
な

夕
唯
言
説
の
承
に
し
て
実
義
に
非
ず
。
天
下
の
人
民
に
虚
霊
不
味
な
ど
Ｌ

フ

ラ

ー
フ

云
こ
と
、
知
し
て
知
す
べ
き
こ
と
な
ら
ず
。
察
す
る
に
仏
家
の
法
界

の
説
を
似
せ
て
、
似
せ
そ
こ
な
ひ
た
る
な
り
。
（
同
前
。
三
三
頁
）

我
々
は
、
こ
こ
に
彼
が
若
年
の
折
に
学
ん
だ
堀
川
学
の
主
張
の
影
響
を
見
て

（
４
）

と
る
事
も
出
来
よ
う
。
慈
雲
は
、
儒
教
側
か
ら
の
「
排
仏
」
の
主
張
に
対
し
て

従
来
の
仏
教
界
が
と
っ
て
来
た
立
場
と
は
、
明
ら
か
に
異
な
る
立
場
に
立
つ
事

を
、
こ
こ
で
宣
言
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ク

そ
れ
で
は
、
慈
雲
は
、
「
仏
法
は
度
外
に
置
く
し
」
と
し
て
神
儒
と
の
同

列
か
ら
外
し
た
仏
教
と
神
道
と
の
関
係
を
、
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
た
と
え
ば
、
従
来
の
本
地
垂
通
説
に
基
づ
く
習
合
論
に
対
し
て
、
彼

は
ど
の
よ
う
な
立
場
を
と
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
残
念
な
事
に
、
慈
雲
自
身
は
、

直
接
こ
の
点
に
は
ふ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
弟
子
の
天
如
（
一
七
五
二

’
一
八
二
七
）
の
手
に
な
る
『
神
祇
灌
頂
或
問
』
に
、

問
ふ
。
習
合
家
神
仏
を
配
会
す
る
。
各
々
証
拠
あ
り
や
。
答
日
。
神
は

是
れ
上
古
の
神
に
し
て
、
仏
法
は
後
代
に
流
伝
す
。
而
し
て
神
の
自
ら
我

は
是
れ
仏
菩
薩
と
の
た
ま
へ
る
は
、
天
照
皇
八
幡
等
の
数
神
な
り
。
其
の

余
の
託
宣
な
き
神
、
何
に
因
て
其
の
配
会
を
定
め
ん
や
。
悲
花
経
に
、
我

れ
滅
後
に
於
て
諸
大
明
神
と
現
ず
と
あ
る
も
、
其
の
神
名
を
説
か
ざ
れ
ば

配
会
を
作
し
難
し
。
況
や
是
れ
偽
経
な
る
を
や
。
麗
気
記
等
も
亦
大
師
の

テ

真
作
に
非
ざ
れ
ぱ
、
他
に
対
し
て
以
証
拠
と
作
し
難
し
。
（
『
全
集
』
第

十
、
九
五
四
’
九
五
五
頁
）

問
ふ
。
仏
に
普
門
の
徳
全
ぎ
故
に
、
何
れ
の
神
と
配
会
し
て
も
皆
可
な

（
マ
マ
）

り
と
云
ふ
こ
と
、
実
に
然
る
く
し
。
然
る
に
古
人
の
本
地
垂
跡
を
局
定
す

タ

る
に
似
た
る
は
云
何
。
答
日
。
局
定
し
て
執
す
る
は
唯
今
僧
の
執
な
ら

ん
。
（
同
前
。
九
五
七
頁
）

と
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
慈
雲
自
身
も
こ
の
本
地
垂
通
説
に
よ
る

一
一
ハ



習
合
論
に
は
、
必
ず
し
も
肯
定
的
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
て
も
よ
い
。
天
如
の

こ
の
著
作
は
、
師
・
慈
雲
の
神
道
灌
頂
の
思
想
を
祖
述
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い

る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

事
実
、
慈
雲
は
、
そ
の
神
道
説
に
お
い
て
、
本
地
垂
通
説
と
は
異
な
る
論
理

で
も
っ
て
、
新
た
な
る
神
仏
関
係
を
構
築
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
を
見
る
事
と

し
た
い
。

慈
雲
は
、
神
道
に
関
し
て
、
『
神
道
要
語
』
と
い
う
著
作
の
冒
頭
で
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

ハ
ノ

真
正
の
大
道
も
し
世
間
に
顕
現
せ
ば
神
道
と
な
る
。
高
天
原
と
云
此

ｆ
０
コ
ロ

所
定
れ
る
名
な
り
。
（
『
全
集
』
第
十
、
二
○
八
頁
）

ま
た
、
『
天
の
御
蔭
』
に
お
い
て
は
、
や
は
り
冒
頭
に
、

神
道
は
有
為
法
な
り
。
国
家
の
守
り
た
が
ひ
な
く
君
臣
の
み
ち
謬
ら

ノ

ず
、
君
は
常
に
君
た
り
。
万
代
を
へ
て
其
位
う
ご
か
ず
。
臣
は
と
こ
し

な
へ
に
臣
た
り
。
児
孫
な
が
く
伝
は
り
て
忠
を
つ
く
し
敬
を
行
な
ふ
。
こ

の
道
臣
庶
に
伝
は
り
て
大
小
諸
国
貴
賤
万
家
承
な
そ
の
守
り
を
失
は
ず
。

ク

ノ

カ

広
支
那
諸
蛮
を
も
と
む
る
に
、
此
道
の
か
く
の
如
く
正
し
き
を
間
ず
。

（
『
全
集
』
第
十
、
二
一
六
頁
）

と
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
慈
雲
に
よ
れ
ば
、
神
道
は
「
真
正
の
大
道
」
が

「
世
間
に
顕
現
」
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
内
実
は
、
君
臣
の
上
下
が
承
だ
れ

ず
、
子
孫
ま
で
永
く
下
か
ら
上
に
対
し
て
忠
が
つ
く
さ
れ
敬
が
行
わ
れ
る
と
い

う
、
具
体
的
内
容
を
持
つ
「
有
為
法
」
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
仏
教
に
つ
い
て
は
、
彼
は
『
入
門
十
二
通
聞
書
』
の
中
で
、

次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

我
が
伝
の
大
意
は
有
為
の
儘
に
無
為
の
辺
を
仏
道
と
称
し
、
無
為
の
儘

有
為
に
住
す
る
を
神
道
と
称
す
。
達
人
の
眼
に
は
唯
一
神
道
即
仏
道
に
し

モ
ト
ヨ
リ

て
、
本
自
妙
合
な
れ
ば
、
附
会
す
る
こ
と
を
須
ひ
ざ
る
也
・
（
『
全
集
』

第
十
、
三
九
○
頁
）

す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
彼
は
、
神
道
を
有
為
、
仏
教
を
無
為
と
説
く
事
に
よ
っ

て
、
両
者
が
本
来
的
に
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
る
も
の
で
あ
る
事
を
強
調
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
『
比
登
農
古
乃
世
』
が
、

ス

ノ

凡
神
祇
は
有
為
法
に
属
す
。
有
為
は
必
空
無
相
を
以
て
其
威
曜
を
発

す
べ
し
。
般
若
の
空
を
以
て
神
威
を
増
長
す
る
、
職
ぱ
天
地
相
交
り
て

万
花
調
ふ
如
く
、
君
臣
相
和
し
て
国
家
清
平
な
る
如
く
、
女
人
男
子
を
得

て
家
道
斉
整
し
、
男
子
女
人
を
え
て
子
孫
興
盛
な
る
、
ゑ
な
理
の
当
然
な

り
。
士
庶
人
は
神
前
に
詣
し
て
心
経
を
読
調
す
る
、
皆
理
の
当
然
也
。

（
『
全
集
』
第
十
、
二
○
六
頁
）

と
述
べ
る
よ
う
に
、
仏
教
は
「
神
威
を
増
長
す
る
」
も
の
と
し
て
、
神
道
の
根

幹
に
組
承
込
ま
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
慈
雲
は
、
従
来
の
仏
者
達
に
よ
る
神
儒
仏
の
三
教
一
致
論
に

ク

つ
い
て
、
ま
ず
仏
教
を
「
仏
法
は
度
外
に
置
く
し
」
と
し
て
同
列
か
ら
外
し

た
上
で
儒
教
を
否
定
し
、
残
さ
れ
た
神
道
と
仏
教
を
新
た
な
る
独
自
の
有
為
無

為
と
い
う
種
の
不
離
一
体
論
で
結
合
さ
せ
る
事
を
試
ゑ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

彼
は
「
排
仏
論
」
の
対
象
と
な
っ
た
従
来
の
神
仏
関
係
に
か
わ
る
新
た
な
神
仏

関
係
を
構
築
し
、
そ
こ
で
神
道
と
の
関
係
で
改
め
て
仏
教
の
存
在
の
必
然
性
を

強
調
す
る
事
で
、
儒
者
達
か
ら
の
「
排
仏
論
」
に
対
抗
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ

る
。
『
天
の
御
蔭
』
は
、
こ
の
間
の
事
情
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

ノ

ル

此
天
道
神
祇
も
と
よ
り
入
わ
ざ
を
以
て
測
り
知
べ
か
ら
ず
。
故
に
支

ク

那
の
孔
仲
尼
も
、
そ
の
門
人
子
路
に
告
る
こ
と
あ
た
は
ず
。
唯
無
為
常

一

七



寂
の
な
か
仏
世
尊
あ
り
て
そ
の
蹟
に
達
し
給
ふ
な
り
。
故
に
神
道
の
致
を

ル

尋
ね
ば
、
仏
法
の
趣
を
習
ひ
知
く
し
。
（
『
全
集
』
第
十
、
二
一
七
頁
）

し

「
神
道
の
致
を
尋
ね
」
る
た
め
に
は
、
「
仏
法
の
趣
を
習
ひ
知
」
事
が
必
要

と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
姿
勢
は
、
儒
者
達
か
ら
の
「
須
弥
山
説
批
判
」
へ
の
対
応
の
う

ち
に
も
認
め
ら
れ
る
。
慈
雲
は
、
そ
の
神
道
説
の
中
で
、
イ
ザ
ナ
ギ
・
イ
ザ
ナ

ミ
の
国
生
み
の
神
話
と
須
弥
山
説
を
結
び
つ
け
た
独
特
の
宇
宙
観
を
提
示
す
る

事
で
、
神
道
と
仏
教
の
新
た
な
る
一
体
化
を
は
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま

ず
、
次
に
示
す
引
用
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。

近
世
大
抵
天
は
地
外
を
包
み
、
地
は
天
の
中
心
に
在
て
塊
然
と
し
て

カ

フ

キ

不
し
動
、
日
月
星
辰
、
天
に
付
て
日
夜
に
地
を
巡
る
と
云
に
不
し
過
也
。

ノ
ー

今
理
を
以
て
是
を
徴
す
る
に
、
易
係
辞
天
尊
地
卑
と
、
こ
れ
を
君
臣
に

ノ

噛
ふ
。
此
暦
学
者
の
云
如
く
、
天
常
に
周
旋
し
地
万
古
動
ぜ
ぬ
な
ら
ば
、

ノ

臣
僕
端
拱
無
為
に
し
て
君
王
日
夜
に
奔
走
せ
ん
乎
。
万
々
此
理
な
し
。

（
『
神
儒
偶
談
』
巻
上
。
『
全
集
』
第
十
、
九
九
頁
）

こ
れ
は
、
一
読
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
天
動
説
を
否
定
し
よ
う
と
し
た
も

の
で
あ
る
。
こ
こ
で
慈
雲
は
、
ま
ず
、
儒
者
達
の
「
須
弥
山
説
批
判
」
の
論
拠

と
さ
れ
て
来
た
天
動
説
を
否
定
す
る
事
で
、
彼
ら
の
批
判
の
根
拠
を
奪
お
う
と

試
ゑ
る
。
そ
し
て
、
我
が
国
で
は
寛
政
頃
、
す
な
わ
ち
十
八
世
紀
末
か
ら
一
般

（
直
Ｊ
）

化
し
始
め
た
と
言
わ
れ
る
地
動
説
に
学
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
、
続
け
て
次
の
よ

う
な
ま
こ
と
に
興
味
深
い
天
体
の
運
行
に
関
す
る
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。

天
は
国
柱
を
左
旋
し
て
五
十
年
一
周
す
。
地
自
ら
右
に
運
転
し
て
一
昼

ノ
ウ
ナ
ハ
ラ
シ
ホ
ヤ
ホ
ヘ

夜
に
一
周
す
。
月
読
尊
は
海
原
潮
の
八
百
重
と
相
応
し
て
、
地
球
と

友
な
ふ
て
一
月
一
周
す
。
（
同
前
。
一
○
二
頁
）

こ
れ
は
、
地
球
が
「
地
自
ら
右
に
運
転
し
て
一
昼
夜
に
一
周
す
」
と
さ
れ
る

点
で
、
地
動
説
の
立
場
を
と
る
も
の
で
あ
る
が
、
中
心
に
あ
る
の
は
太
陽
で
は

な
い
。
天
、
す
な
わ
ち
太
陽
も
ｌ
後
の
引
用
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の

「
天
」
は
太
陽
の
事
を
指
す
Ｉ
「
天
は
国
柱
を
左
施
し
て
五
十
年
一
周
す
」

と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
運
行
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
天
動
地
動
説
と
で
も
名

づ
け
る
べ
き
彼
の
独
特
の
天
体
論
は
、
地
動
説
に
つ
い
て
、

力我
国
蛮
人
の
説
に
地
動
の
義
を
立
る
人
あ
り
。
此
は
走
馬
燈
の
職
を

マ
ル
力

丸
う
け
に
し
て
、
日
、
中
天
に
位
し
て
不
し
動
、
地
は
日
輪
を
巡
る
と
思

へ
り
。
翁
の
説
に
比
す
れ
ば
大
な
る
謬
説
な
り
。
日
輪
既
に
広
大
な
り
。

フ

地
球
も
一
昼
夜
に
一
匝
を
巡
ら
ぱ
、
迅
疾
な
る
こ
と
大
鵬
烏
の
飛
よ
う

ノ

に
速
也
。
万
々
此
理
な
し
。
（
同
前
。
一
○
三
’
一
○
四
頁
）

と
述
べ
る
よ
う
に
、
地
球
が
一
昼
夜
に
太
陽
を
一
巡
す
る
と
解
す
る
誤
解
に
基

づ
く
も
の
で
あ
る
よ
う
だ
が
、
そ
の
天
体
論
の
中
心
に
あ
っ
て
動
か
な
い
「
国

柱
」
と
は
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
次
の
引
用

に
示
さ
れ
る
。

万
邦
万
類
み
な
男
女
会
遇
陰
陽
相
感
ず
る
、
此
よ
り
兆
せ
る
也
。
此
を

チ
テ

ヲ
ス
ノ
カ
ミ
ハ
シ
ラ

婬
事
と
す
る
は
謬
な
り
。
便
以
ニ
オ
ノ
コ
ロ
嶋
一
為
二
国
中
之
柱
一
と
。

ノ

リ
カ
ト

此
オ
ノ
コ
ロ
島
為
二
国
中
之
柱
一
、
陰
陽
の
施
行
す
る
所
、
日
月
の
係
る

フ

ノ

処
也
。
仏
門
に
須
弥
山
と
云
是
か
。
倶
舎
論
等
に
、
此
須
弥
の
半
腹
に

ノ

四
天
王
居
給
ふ
。
其
寿
は
人
間
の
五
十
年
を
一
日
一
夜
と
し
て
五
百
歳

の
歳
な
り
と
。
（
中
略
）
此
に
依
て
思
へ
ぱ
、
天
地
の
周
施
、
地
一
日
夜

三
百
六
十
五
度
四
分
度
の
一
を
回
る
。
日
は
五
十
年
一
回
須
弥
を
施
る
。

地
球
は
此
に
随
ふ
。
（
『
神
儒
偶
談
』
巻
下
。
『
全
集
』
第
十
、
一
三
二

’
一
三
三
頁
）

一
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「
国
柱
」
と
は
、
記
紀
の
国
生
み
の
神
話
で
最
初
に
造
成
さ
れ
た
と
さ
れ
る

「
オ
ノ
コ
ロ
島
」
で
あ
り
、
慈
雲
は
、
こ
れ
が
仏
教
で
言
う
須
弥
山
で
あ
る
と

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
は
こ
こ
で
、
新
し
い
思
想
で
あ
る
地
動
説
を
吸
収

し
Ｉ
も
っ
と
も
、
こ
れ
は
か
な
り
の
誤
解
を
含
む
も
の
で
あ
る
事
は
、
先
に

見
た
通
り
で
あ
る
が
Ｉ
Ｉ
Ｌ
記
紀
の
国
生
象
の
神
話
と
仏
教
の
須
弥
山
説
を
巧

み
に
結
び
つ
け
る
事
で
、
儒
者
達
の
天
動
説
・
地
球
球
体
説
に
よ
る
「
須
弥
山

説
批
判
」
に
対
抗
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
彼
の
神
道
説
が
、
儒
者
達
か
ら
の
「
須
弥
山
説
批
判
」
に
対
し

て
、
ど
の
程
度
の
対
抗
力
を
持
っ
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も

明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
が
行
っ
た
国
生
承
の
神
話
の
中
の

「
オ
ノ
コ
ロ
島
」
を
須
弥
山
に
あ
て
る
独
特
の
議
論
は
、
彼
の
神
道
説
に
も
う

一
つ
の
注
目
す
べ
き
論
を
展
開
さ
せ
て
お
り
、
こ
の
論
は
、
実
は
儒
者
達
に
と

っ
て
は
後
に
無
視
す
る
事
の
出
来
な
い
も
の
と
な
る
種
類
の
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
、
た
と
え
ば
『
神
儒
偶
談
』
巻
上
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な
形
で
展
開

さ
れ
る
論
で
あ
る
。

諾
冊
二
尊
オ
ノ
コ
ロ
島
に
降
て
化
二
竪
天
柱
一
文
。
化
と
は
造
化
な
り
。

カ

ノ

竪
と
は
卓
立
し
て
不
し
傾
な
り
。
此
天
柱
日
月
の
係
て
運
行
す
る
所
な

ノ

リ
。
天
運
の
定
て
変
ぜ
ざ
る
所
也
。
（
中
略
）
我
国
に
在
て
は
、
此
天
柱

古
今
不
易
に
し
て
国
家
を
鎮
護
す
。
此
の
国
に
受
得
て
国
柱
と
称
す
。

力

（
中
略
）
差
に
於
て
万
国
の
宗
国
と
し
て
、
皇
詐
天
壌
と
入
も
に
不
し
傾
・

（
『
全
集
』
第
十
、
二
○
’
二
二
頁
）

ケ
シ

ル

ノ

レ

初
に
關
を
宗
国
と
す
。
開
国
の
統
を
守
を
宗
国
と
す
。
此
道
の
在

ル
レ
カ
し

処
な
り
。
こ
の
道
の
有
処
是
中
国
な
り
。
我
国
最
初
に
開
け
る
是
宗

国
な
り
。
（
同
前
。
二
五
頁
）

彼
は
、
こ
こ
で
自
ら
須
弥
山
に
あ
て
た
「
国
柱
」
を
「
天
柱
」
と
も
よ
び
、

我
が
国
の
開
關
神
話
を
絶
対
視
す
る
事
で
、
い
わ
ゆ
る
「
日
本
宗
国
論
」
を
展

開
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
こ
の
「
日
本
宗
国
論
」
を
敷
桁
し
て
、
巻
下

に
お
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
興
味
深
い
議
論
を
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

力

万
国
に
道
を
立
る
、
ゑ
な
我
神
国
よ
り
分
付
せ
る
枝
葉
な
り
。
（
『
全

集
』
第
十
、
二
○
頁
）

ノ

医
薬
ま
た
神
事
な
り
。
其
未
し
成
と
こ
ろ
支
那
の
薬
方
を
用
ゆ
る
。
海

カ

ト
サ
ノ

外
亦
我
用
と
な
る
な
り
。
天
照
皇
岩
戸
を
閉
し
玉
ふ
時
、
天
児
屋
禰
命

一
フ

等
神
楽
を
な
し
玉
ふ
。
音
楽
歌
舞
も
亦
神
事
な
り
。
そ
の
未
し
成
と
こ
ろ

力

百
済
等
の
楽
を
用
ゆ
。
海
外
も
亦
我
用
と
な
る
な
り
。
（
同
前
。
一
七
八

頁
）

我
道
大
な
り
。
国
の
御
柱
卓
立
し
て
、
不
善
人
も
善
人
の
助
と
な
る
。

力

海
外
も
我
用
と
な
る
。
天
地
の
間
棄
人
な
く
棄
物
な
し
。
（
同
前
。
一
八

一
頁
）

力

こ
れ
は
日
本
国
外
の
す
べ
て
の
も
の
を
、
「
み
な
我
神
国
よ
り
分
付
」
し
た

も
の
で
あ
る
と
し
て
、
宗
国
・
日
本
の
開
關
神
話
の
延
長
線
上
に
位
置
づ
け
、

日
本
国
外
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
様
々
な
文
物
も
、
し
た
が
っ
て
、
我
が
国
で
用

い
る
に
何
の
差
し
障
り
も
な
い
事
を
主
張
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
主
張
や
こ
の
主
張
の
出
発
点
で
あ
る
「
日
本
宗
国
論
」
は
、
我

女
に
と
っ
て
は
、
本
居
宣
長
（
一
七
三
○
’
一
八
○
こ
や
平
田
篤
胤
（
一
七

七
六
’
一
八
四
三
）
ら
の
国
学
者
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
た
論
と
し
て
親
し
い
も

の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
宣
長
は
、
『
玉
く
し
げ
』
の
冒
頭
で
、

ア
ヒ
ダ

イ
ヅ

ま
こ
と
の
道
は
、
天
地
の
間
に
わ
た
り
て
、
何
れ
の
国
ま
で
も
、
同
じ

ミ
ク
ニ

タ
ダ
ツ
タ

く
た
壁
一
す
ぢ
な
り
。
然
る
に
此
道
、
ひ
と
り
皇
国
に
の
ゑ
正
し
く
伝
は

一

九



グ
ワ
イ
コ
ク

ス
デ
デ
ン
ラ
イ
ウ
シ
ナ

リ
て
、
外
国
に
は
ゑ
な
、
上
古
よ
り
既
に
そ
の
伝
来
を
失
へ
り
。
そ

ぷ
１
コ
〃
／

ペ
ッ
ト
キ

れ
故
に
異
国
に
は
、
叉
別
に
さ
ま
人
～
の
道
を
説
て
、
お
の
ｊ
、
其
道
を

イ
‐
コ
ク

ス
ヱ
ズ
ヱ
エ
ダ
ミ
チ

正
道
の
や
う
に
申
せ
ど
も
、
異
国
の
道
は
、
皆
末
な
の
枝
道
に
し
て
、
本

二
ｆ
０
コ
ロ

の
ま
こ
と
の
正
道
に
は
あ
ら
ず
。
た
と
ひ
こ
上
か
し
こ
と
似
た
る
所
は

エ
ダ
ミ
チ

有
と
い
へ
ど
も
、
そ
の
末
々
の
枝
道
の
意
を
ま
じ
へ
と
り
て
は
、
ま
こ

（
Ｒ
Ｕ
）

と
の
道
に
か
な
ひ
が
た
し
。

と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
篤
胤
の
『
霊
の
真
柱
』
と
い
う
著
作
に
お
い
て
も
、

そ
れ
は
霊
魂
の
行
方
に
関
す
る
論
に
関
連
さ
せ
て
、

ユ
ク
ヘ
シ
ヅ
マ
リ
シ
ラ
ア
ダ
ツ
チ

さ
て
、
そ
の
霊
の
行
方
の
、
安
定
を
知
ま
く
す
る
に
は
、
ま
づ
天
・
地

ヨ
・
ミ

ナ
リ
ハ
ジ
メ
ア
リ
カ
タ
チ
シ
バ
ラ
カ
ー
ヘ
ガ
ヘ
・
●
、

・
泉
の
三
つ
の
成
初
、
ま
た
そ
の
有
象
を
、
委
細
に
考
察
て
、
ま

サ
チ
ハ
ヒ
タ
マ
イ
サ
ヲ

た
、
そ
の
天
・
地
・
泉
を
、
天
・
地
・
泉
た
ら
し
め
幸
賜
ふ
、
神
の
功

ヨ
ク
サ
ト
ワ
ス
メ
ラ
オ
ホ
ミ
ク
ニ
ノ
モ
ト
ミ
ハ
シ
ヲ

徳
を
熟
知
り
、
ま
た
我
が
皇
大
御
国
は
、
万
国
の
本
つ
御
柱
た
る
御

ノ
ノ

ノ
ス
グ
レ
モ
ト
ノ
イ
ハ
レ
カ
ケ

国
に
し
て
、
万
物
万
事
の
、
万
国
に
卓
越
た
る
元
因
、
ま
た
掛
ま

カ
シ
コ

ス
メ
ヲ
ミ
コ
ト

ノ
オ
ホ
キ
ミ
マ
シ
マ

く
も
畏
き
、
我
が
天
皇
命
は
、
万
国
の
大
君
に
坐
す
こ
と
の
、

マ
コ
ド
０
ノ
コ
ト
ワ
リ
ウ
マ
ラ
シ
リ
エ
タ
マ

真
理
を
熟
に
知
得
て
、
後
に
魂
の
行
方
は
知
る
べ
き
も
の
に
な

Ⅷ
ソ
（
ワ
ー
）

む
有
け
る
。

と
い
う
形
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。
慈
雲
が
自
ら
の
神
道
説
に
お
い
て
構
築
し
た

新
た
な
神
仏
関
係
は
、
ほ
ぼ
同
時
代
の
宣
長
や
後
の
篤
胤
ら
が
拓
い
た
の
と
同

様
の
地
平
を
拓
く
と
い
う
結
果
を
も
た
ら
す
事
と
な
っ
た
。
幕
藩
制
下
の
仏
教

界
は
、
こ
こ
に
国
学
か
ら
の
「
排
仏
論
」
へ
の
対
応
の
論
理
を
手
に
す
る
事
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。

四
、

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
慈
雲
の
神
道
説
に
対
し
て
、
柏
原
祐
泉
氏
は
「
神

二
○

（
。
Ｏ
）

道
を
め
ぐ
る
近
世
儒
仏
の
対
論
」
と
い
う
論
考
の
中
で
、
以
下
の
よ
う
な
評
価

を
下
し
て
お
ら
れ
る
。

柏
原
氏
は
、
ま
ず
、
慈
雲
の
神
道
説
が
儒
教
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
勢
力

か
ら
の
「
排
仏
論
」
に
対
し
て
少
な
か
ら
ぬ
発
言
力
を
持
ち
得
る
も
の
で
あ
る

と
評
さ
れ
た
後
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
神
道
説
に
み
ら
れ
る
道
徳
観
や
国

家
観
・
政
治
観
・
社
会
観
は
、
〃
一
貫
し
て
全
く
体
制
的
で
あ
り
、
よ
り
以
上

に
そ
の
積
極
的
絶
対
化
へ
機
能
し
て
い
る
〃
と
断
ず
る
。
そ
し
て
、
「
有
為

法
」
と
さ
れ
る
彼
の
神
道
理
解
が
、
君
臣
上
下
の
不
変
性
・
絶
対
性
を
内
容
と

す
る
点
に
着
目
さ
れ
、
『
神
儒
偶
談
』
巻
下
の
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

一
箇
の
赤
心
、
上
一
人
よ
り
下
士
庶
人
に
至
り
、
上
古
神
代
よ
り
今
日

に
至
り
、
今
日
よ
り
去
て
万
々
歳
、
ま
こ
と
に
天
壌
と
と
も
に
つ
く
る
こ

と
な
し
。
（
『
全
集
」
第
十
、
一
六
三
頁
。
傍
点
筆
者
。
以
下
同
様
）

と
い
う
部
分
を
引
い
て
、
〃
こ
の
場
合
の
君
臣
関
係
は
、
（
中
略
）
天
皇
と
国

民
の
関
係
を
指
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
同
時
に
、
そ
れ
を
背
景
と
し
た

「
今
日
」
か
ら
「
今
日
よ
り
去
て
万
々
歳
」
迄
の
徳
川
時
代
の
国
家
形
態
を
意

味
し
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
神
道
論
は
絶
対
的
な

君
臣
観
Ⅱ
天
皇
観
を
支
点
と
し
て
、
徳
川
封
建
国
家
の
絶
対
性
を
説
明
す
る
論

理
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
、
ま
ず
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
〃
と
主
張
さ
れ

プ
（
〕
○

ま
た
、
氏
は
、
同
じ
く
『
神
儒
偶
談
』
巻
下
に
あ
る
「
王
者
農
を
以
て
主
と

ノ

ミ

す
れ
ば
、
万
民
お
の
づ
か
ら
安
じ
、
其
利
商
寶
に
帰
す
れ
ば
、
上
下
交
利
を

シ
へ

取
て
国
危
と
云
り
」
（
『
全
集
』
第
十
、
一
○
九
頁
）
等
の
主
張
を
根
拠
と

し
て
、
こ
れ
が
、
〃
封
建
体
制
維
持
の
基
本
構
造
と
さ
れ
た
自
給
自
足
的
な
農

本
主
義
社
会
の
維
持
を
め
ざ
〃
す
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
、
さ
ら
に
、
後
に
示
す



二
つ
の
文
章
を
引
用
さ
れ
た
後
、
こ
れ
が
〃
徳
川
時
代
の
身
分
制
差
別
社
会
を

「
天
道
」
な
い
し
「
神
道
」
の
具
現
形
態
と
し
て
絶
対
化
し
、
し
か
も
「
庶
民

稜
多
乞
食
」
を
「
根
国
底
国
」
に
神
意
に
よ
り
位
置
づ
け
さ
れ
た
と
い
う
「
罪

悪
の
者
」
に
ま
で
匹
敵
さ
せ
、
現
実
の
エ
タ
・
非
人
を
最
底
辺
に
位
置
づ
け
て

分
断
差
別
的
支
配
を
貫
こ
う
と
す
る
幕
藩
体
制
の
構
造
を
、
超
越
的
、
宗
教
的

権
威
に
よ
っ
て
よ
り
強
力
に
強
化
し
よ
う
と
す
る
〃
も
の
で
あ
る
と
断
じ
、

〃
こ
う
し
て
慈
雲
の
神
道
論
は
、
究
極
的
に
は
、
為
政
者
に
は
支
配
の
論
理
と

な
り
、
下
層
民
に
は
服
従
の
論
理
と
し
て
機
能
す
る
性
格
を
も
っ
た
の
で
あ
っ

た
〃
と
結
論
づ
け
て
お
ら
れ
る
。
柏
原
氏
が
根
拠
と
し
て
引
か
れ
た
二
つ
の
文

章
を
、
こ
こ
に
示
し
て
承
よ
う
。

ス

天
の
物
を
生
る
を
見
る
に
、
馬
の
子
は
馬
な
り
。
牛
の
子
は
牛
な
り
。

同
じ
馬
の
子
に
も
、
駿
馬
の
子
多
く
つ
よ
し
。
鶯
馬
の
子
多
く
よ
は
し
。

ン

此
に
よ
ら
ぱ
貴
人
の
子
を
貴
く
用
ひ
、
そ
の
中
に
才
を
択
て
事
に
任
ず
。

カ

カ

、

我
国
の
風
、
実
に
天
道
に
順
ず
べ
し
。
（
中
略
）
我
国
に
在
て
は
、
今

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

の
諸
侯
多
く
皆
開
国
忠
義
の
家
な
り
。
今
の
公
卿
み
な
神
喬
皇
孫
に
し
て

オ
チ
レ
ラ
ス

民
庶
に
墜
ざ
る
家
な
り
。
我
濟
下
賤
の
肩
を
比
べ
き
こ
と
な
ら
ず
。

（
『
神
儒
偶
談
』
巻
上
。
『
全
集
』
第
十
、
九
五
頁
）

ノ

カ
ミ

シ
モ

凡
そ
此
道
の
大
体
は
人
に
依
て
立
つ
。
頭
上
に
位
し
足
下
に
居
す
。

ノ

ブ
力

此
上
下
定
り
あ
る
、
是
を
誠
の
道
と
云
。
我
神
道
、
上
に
高
天
原
あ

レ

ノ

ノ

リ
。
是
神
祇
の
止
り
ま
し
ま
す
処
な
り
。
下
に
根
国
、
底
国
あ
り
。

レ

ム

是
罪
悪
の
者
の
罪
過
を
情
る
処
な
り
。
此
を
人
事
に
移
し
て
君
臣
道
定

ノ

ナ
ル

る
。
下
庶
民
稜
多
乞
食
ま
で
、
其
分
定
る
な
り
。
大
突
哉
。
頭
は
上

に
位
す
。
仮
令
悪
疾
あ
る
も
、
此
を
下
に
移
す
べ
か
ら
ず
。
足
は
下
に
位

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

す
。
仮
令
肥
白
な
る
も
、
此
を
上
に
移
す
べ
か
ら
ず
。
上
下
既
に
改
易
な

け
れ
ど
も
、
倶
に
こ
れ
一
身
な
り
。
（
同
前
．
二
五
頁
）

た
し
か
に
、
慈
雲
の
神
道
説
に
お
い
て
は
、
現
実
の
幕
藩
制
へ
の
直
接
の
批

判
的
言
辞
は
み
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
柏
原
氏
の
引
か
れ
た
も
の
か
ら
、

我
々
は
氏
の
指
摘
さ
れ
る
よ
う
な
思
想
の
性
格
を
読
承
取
る
事
も
可
能
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
な
が
ら
、
私
は
、
氏
の
な
さ
れ
た
引
用
の
中
か
ら
、
も
っ
と
別
の

も
の
を
読
承
取
る
べ
き
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

柏
原
氏
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
引
用
を
、
改
め
て
も
う
一
度
、
特
に
傍
点
部
に

注
意
し
て
見
て
い
た
だ
き
た
い
。
慈
雲
は
、
こ
れ
ら
の
引
用
の
中
で
、
．
箇

、

の
赤
心
」
は
「
上
一
人
よ
り
」
「
下
士
庶
人
」
に
至
る
も
の
で
あ
る
と
し
、

「
今
の
諸
侯
多
く
皆
開
国
忠
義
の
家
な
り
」
と
述
べ
て
い
る
。
慈
雲
に
よ
れ

ば
、
「
今
の
諸
侯
」
は
明
ら
か
に
「
忠
義
」
を
つ
く
し
た
存
在
、
す
な
わ
ち
君

で
あ
る
「
上
一
人
」
に
と
っ
て
の
「
下
」
ｌ
臣
で
あ
り
、
「
仮
令
肥
白
な
る
も
、

此
を
上
に
移
す
べ
か
ら
」
ざ
る
存
在
で
あ
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
慈
雲
は
、
こ

こ
で
、
柏
原
氏
の
言
わ
れ
る
よ
う
に
幕
藩
制
へ
の
順
応
と
絶
対
化
を
行
っ
て
い

る
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
、
こ
こ
で
は
現
実
の
支
配
層
で
あ
る
「
士
」
の
上

に
「
上
一
人
」
す
な
わ
ち
天
皇
が
存
在
し
て
い
る
事
を
暗
に
強
調
し
、
こ
の
君

臣
上
下
の
関
係
は
「
上
古
神
代
よ
り
今
日
に
至
」
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
「
今

日
よ
り
去
て
万
々
歳
」
こ
れ
を
承
だ
さ
な
い
事
が
「
神
道
」
の
「
有
為
法
」
た

る
ゆ
え
ん
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
慈
雲
の
国
家
観
や
政
治

観
等
は
、
先
に
引
い
た
『
天
の
御
蔭
』
が
述
べ
る
よ
う
に
、
「
神
道
は
有
為
法

、
、
、
、
、
、
、

な
り
。
国
家
の
守
り
た
が
ひ
な
く
君
臣
の
ゑ
ち
謬
ら
ず
、
君
は
常
に
君
た
り
。

、
、
、
、
、
、
○
ノ
、
、
、
、
、

万
代
を
へ
て
其
位
う
ご
か
ず
。
臣
は
と
こ
し
な
へ
に
臣
た
り
。
児
孫
な
が
く

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

伝
は
り
て
忠
を
つ
く
し
敬
を
行
な
ふ
。
こ
の
道
臣
庶
に
伝
は
り
て
、
大
小
諸
国

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

貴
賤
万
家
象
な
そ
の
守
り
を
失
は
ず
」
（
『
全
集
』
第
十
、
一
二
六
頁
）
と
い

一
一
一



う
も
の
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
言
う
「
君
」
が
指
し
示
す
も
の
に
つ
い
て
は
、

改
め
て
言
葉
を
つ
い
や
す
必
要
は
な
か
ろ
う
。
慈
雲
の
神
道
説
は
、
柏
原
氏
の

言
わ
れ
る
よ
う
な
〃
一
貫
し
て
全
く
体
制
的
″
で
〃
徳
川
封
建
国
家
の
絶
対
性

を
説
明
す
る
論
理
に
な
っ
て
い
る
〃
性
格
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
よ
り
は
、
む

し
ろ
、
逆
に
現
実
の
「
徳
川
封
建
国
家
」
の
体
制
を
相
対
化
す
る
視
点
を
提
供

し
得
る
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
慈
雲
の
展
開
す
る
主
張

の
重
点
は
、
こ
の
方
面
に
こ
そ
見
い
出
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。
先
に
我
々
は
、
慈
雲
の
神
道
説
に
お
い
て
展
開
さ
れ
る
「
日
本
宗
国
論
」

が
宣
長
や
篤
胤
の
主
張
と
近
似
し
た
も
の
で
あ
る
事
を
見
た
が
、
こ
こ
で
見
た

点
に
お
い
て
も
、
慈
雲
の
主
張
は
、
幕
藩
制
後
期
に
お
い
て
国
学
が
持
っ
た
性

格
と
同
様
の
構
造
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

事
実
、
我
々
は
、
慈
雲
の
主
張
が
、
幕
藩
制
後
期
に
お
い
て
国
学
が
果
し
た

と
同
様
の
社
会
的
機
能
を
果
し
た
事
例
を
確
認
す
る
事
が
出
来
る
。
幕
藩
制
下

の
仏
教
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
慈
雲
が
「
排
仏
論
」
に
対
応
す
る
た
め
の
神
道

説
を
構
築
す
る
際
に
立
っ
て
い
た
通
仏
教
的
立
場
、
そ
れ
を
支
え
る
「
正
法
律

復
興
」
の
運
動
が
、
幕
末
に
西
郷
隆
盛
と
共
に
鹿
児
島
湾
に
身
を
投
じ
た
事
で

知
ら
れ
る
法
相
宗
の
僧
・
月
照
（
一
八
一
三
’
五
八
）
を
は
じ
め
と
す
る
勤
皇

（
ｎ
コ
）

僧
達
に
継
承
さ
れ
て
い
た
事
実
を
指
摘
し
て
い
る
。
慈
雲
が
「
排
仏
論
」
に
対

応
す
る
過
程
で
構
築
し
た
新
た
な
る
神
仏
関
係
は
、
幕
藩
制
後
期
の
緊
迫
し
た

状
況
の
も
と
で
、
仏
教
界
に
新
た
な
る
役
割
を
演
じ
さ
せ
る
契
機
を
含
む
も
の

で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

五
、

慈
雲
の
神
道
説
の
持
つ
性
格
を
以
上
の
よ
う
に
捉
え
る
時
、
我
々
は
、
一
つ

の
興
味
深
い
事
実
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
彼
の
神
道
説
を
含
む
思
想
形

成
に
果
し
た
古
学
派
、
よ
り
限
定
す
れ
ば
堀
川
学
派
の
役
割
に
つ
い
て
で
あ

る
。
古
学
派
、
な
か
で
も
伊
藤
仁
斎
の
学
問
Ｉ
古
義
学
が
荻
生
柤
侠
の
古
文
辞

学
の
形
成
を
う
な
が
し
、
さ
ら
に
、
そ
の
学
問
の
方
法
論
が
宣
長
に
よ
っ
て
日

本
古
典
に
適
用
さ
れ
る
事
で
、
い
わ
ゆ
る
古
道
論
の
成
立
に
つ
な
が
っ
た
と
い

う
江
戸
時
代
思
想
史
の
見
取
図
は
、
つ
と
に
丸
山
眞
男
氏
が
『
日
本
政
治
思
想

史
研
究
』
（
東
京
大
学
出
版
会
）
に
結
実
す
る
諸
論
考
の
中
で
検
証
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
興
味
深
い
事
に
、
慈
雲
の
思
想
的
営
為
の
う
ち
に
、
我
々
は
、
丸

山
氏
の
指
摘
さ
れ
た
展
開
を
ほ
ぼ
一
揃
い
の
も
の
と
し
て
見
い
出
す
事
が
出
来

る
の
で
あ
る
。

慈
雲
の
高
唱
し
た
「
正
法
律
」
復
興
の
運
動
は
、
一
言
で
い
え
ば
、
釈
尊
在

世
中
の
正
法
の
行
わ
れ
た
時
代
に
範
を
求
め
る
事
で
、
真
の
仏
法
を
今
に
実
現

さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
慈
雲
は
、
眼
前
に
展
開
さ
れ
る
破
戒
や
宗

派
的
対
立
等
に
示
さ
れ
る
仏
教
界
の
堕
落
が
、
後
人
の
私
見
臆
説
の
混
入
に
よ

る
も
の
と
考
え
、
根
本
に
測
っ
て
仏
の
経
文
律
蔵
の
ま
ま
に
行
う
事
を
主
張
し

た
の
で
あ
る
。
こ
の
事
は
、
そ
の
意
図
に
お
い
て
、
古
学
派
の
思
想
運
動
と
軌

を
一
に
す
る
。
古
学
派
の
学
問
的
営
為
は
、
言
わ
ば
宋
学
以
後
の
新
儒
教
か
ら

孔
孟
の
直
接
の
教
え
に
か
え
る
事
、
す
な
わ
ち
原
始
儒
教
へ
の
復
帰
の
思
想
運

動
で
あ
っ
た
と
言
い
得
る
が
、
慈
雲
の
「
正
法
律
」
復
興
の
運
動
も
、
実
に
原

始
仏
教
へ
の
復
帰
の
思
想
運
動
で
あ
っ
た
。
す
で
に
早
く
加
藤
玄
智
に
よ
る

「
慈
雲
尊
者
は
、
京
都
に
於
て
、
当
時
の
大
儒
、
伊
藤
東
涯
の
門
に
漢
学
を
学

ん
だ
が
、
東
涯
は
漢
学
者
中
、
山
鹿
素
行
子
な
ど
と
同
じ
く
、
古
学
派
に
属
す

る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
学
風
の
影
響
は
、
自
ら
慈
雲
尊
者
の
印
度
の
古
語
た

る
梵
語
研
究
を
促
進
し
、
師
は
正
法
律
を
明
か
に
し
て
、
仏
在
世
の
原
始
仏
教

一
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に
還
元
す
る
こ
と
を
以
て
、
そ
の
畢
生
の
聖
業
と
心
得
、
復
古
仏
教
の
如
実
修

（
皿
）

行
を
以
て
自
ら
任
ず
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
」
と
い
う
指
摘
が
あ
る
よ
う

に
、
こ
の
事
に
関
し
て
は
、
慈
雲
が
そ
の
思
想
的
営
為
を
開
始
し
た
時
期
に
接

し
た
堀
川
学
と
の
か
か
わ
り
を
認
め
ぬ
わ
け
に
は
ゆ
く
ま
い
。

そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
さ
ら
に
興
味
深
い
事
に
、
慈
雲
の
思
想
的
営
為
の
う
ち

に
は
、
祖
株
の
そ
れ
に
比
す
べ
き
も
の
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
加
藤
玄
智
の

言
に
あ
る
「
印
度
の
古
語
た
る
梵
語
研
究
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
慈
雲
の
「
梵
語

研
究
」
は
、
は
じ
め
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
十
八
世
紀
に
お
け
る
サ
ン
ス
ク
リ

ッ
ト
学
の
最
高
峰
を
な
す
と
言
わ
れ
る
『
梵
学
津
梁
』
一
千
巻
の
大
著
に
結
実

し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
真
の
仏
意
を
知
る
た
め
に
は
、
漢
訳
の
経
文
で
は
不

充
分
で
あ
り
、
読
経
に
関
し
て
も
梵
音
を
以
て
行
う
べ
き
で
あ
る
と
す
る
意
図

に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
は
、
孔
子
が
継
承
し
よ
う
と
し
た
周
以

前
の
中
国
古
代
の
「
先
王
の
道
」
は
六
経
に
示
さ
れ
て
い
る
と
し
て
、
こ
れ
を

正
し
く
読
む
た
め
の
古
文
辞
の
体
得
を
強
調
し
、
さ
ら
に
、
長
崎
の
唐
通
事
を

通
し
て
中
国
語
の
音
の
学
習
を
も
企
図
し
た
と
言
わ
れ
る
祖
侠
の
姿
を
髻
髭
と

（
皿
）

さ
せ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
共
に
堀
川
学
に
触
発
さ
れ
る
事
で
思
想
的
営
承
を
展
開
し

た
両
者
が
、
奇
し
く
も
同
様
の
研
究
方
法
を
と
る
に
到
る
と
は
、
実
に
興
味
深

い
事
で
は
な
い
か
。
し
か
も
、
先
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
慈
雲
が
晩
年
に
お
い

て
独
自
に
構
築
し
た
神
道
説
は
、
祖
侠
の
学
問
の
方
法
論
か
ら
生
承
出
さ
れ
た

と
も
言
え
る
宣
長
等
の
後
期
国
学
と
、
ま
こ
と
に
よ
く
似
た
性
格
を
持
つ
も
の

で
あ
っ
た
。

幕
藩
制
下
の
仏
教
界
は
、
儒
教
を
始
め
と
す
る
様
々
な
勢
力
か
ら
の
「
排
仏

論
」
へ
の
対
応
と
新
た
な
神
仏
関
係
の
論
理
の
構
築
と
い
う
課
題
を
背
負
わ
さ

れ
る
事
と
な
っ
た
が
、
そ
の
対
応
の
過
程
に
お
い
て
は
、
本
稿
に
お
い
て
示
し

た
よ
う
な
、
思
想
史
上
注
目
す
べ
き
方
向
に
歩
む
動
き
が
生
ま
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。

註

（
１
）
こ
こ
に
整
理
し
た
江
戸
時
代
の
「
排
仏
論
」
に
つ
い
て
は
、
柏
原
祐
泉

氏
の
「
近
世
の
排
仏
思
想
」
（
『
近
世
仏
教
の
思
想
』
八
岩
波
日
本
思

想
大
系
印
Ｖ
所
収
）
を
参
照
。

（
２
）
『
続
日
本
高
僧
伝
』
（
財
団
法
人
鈴
木
学
術
財
団
編
『
大
日
本
仏
教
全

書
』
第
六
四
巻
史
伝
部
三
所
収
、
講
談
社
発
売
）
巻
第
一
、
二
頁
。

な
お
、
引
用
に
際
し
て
は
漢
字
は
す
べ
て
現
行
の
字
体
に
改
め
、
句
読

点
に
つ
い
て
も
現
行
の
形
に
改
め
た
。
以
下
同
様
。

（
３
）
慈
雲
の
神
道
説
が
展
開
さ
れ
て
い
る
『
神
儒
偶
談
』
は
、
従
来
の
通
説

で
は
慈
雲
三
十
七
歳
、
す
な
わ
ち
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
頃
の
作
と

さ
れ
て
来
た
。
こ
れ
は
『
神
儒
偶
談
』
冒
頭
の
「
甲
戌
の
三
月
初
頃
、

フ

先
生
予
を
召
し
て
云
」
に
始
ま
る
書
き
出
し
の
一
句
を
根
拠
と
す
る
も

の
で
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
野
口
恒
樹
氏
の
論
考
「
慈
雲
尊
者
著
『
神

儒
偶
談
』
の
著
作
年
代
に
つ
い
て
」
（
『
神
道
史
研
究
』
第
十
一
巻
第

一
号
、
神
道
史
学
会
）
に
よ
る
詳
し
い
検
討
以
来
、
こ
の
著
作
の
成
立

年
代
を
、
慈
雲
八
十
歳
か
ら
八
十
五
歳
の
間
、
す
な
わ
ち
寛
政
の
末
期

か
ら
享
和
の
初
期
と
考
え
る
見
解
が
支
配
的
と
な
っ
て
い
る
。
今
は
こ

の
見
解
に
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
現
在
で
は
、
慈
雲
の
本
格
的
な
神
道

研
究
は
、
七
十
一
歳
の
夏
に
起
草
し
た
と
さ
れ
る
『
無
題
抄
』
に
始
ま

る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
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（
４
）
こ
こ
に
引
い
た
『
神
儒
偶
談
』
に
お
け
る
『
大
学
』
に
つ
い
て
の
朱
子

学
的
解
釈
へ
の
批
判
に
関
し
て
、
木
南
卓
一
氏
は
「
神
儒
偶
談
に
つ
い

て
」
（
『
雲
伝
神
道
研
究
」
所
収
、
三
密
堂
書
店
）
と
い
う
論
考
の
中

で
、
「
こ
上
に
或
は
尊
者
が
十
六
・
七
歳
の
こ
ろ
京
都
に
遊
学
し
古
義

堂
で
伊
藤
東
涯
に
学
ん
だ
こ
と
が
こ
の
『
大
学
』
の
朱
子
学
的
理
解
に

対
す
る
批
判
の
拠
り
ど
こ
ろ
と
な
っ
て
ゐ
る
と
見
る
人
も
あ
ら
う
」

（
九
○
頁
）
と
さ
れ
た
後
、
続
け
て
「
而
し
て
、
『
大
学
』
の
〃
親
民
〃

を
程
朱
が
〃
新
民
″
と
解
す
る
の
に
対
し
て
〃
翁
が
愚
昧
の
心
に
て

看
れ
ば
、
親
の
字
の
ま
上
こ
そ
よ
け
れ
。
云
々
〃
と
述
べ
て
ゐ
る
一
段

も
印
象
的
な
箇
所
で
あ
る
が
、
古
義
堂
の
伊
藤
仁
斎
の
『
大
学
定
本
』

で
は
程
朱
と
同
様
に
〃
新
民
〃
と
解
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て

『
大
学
定
本
』
な
ど
に
見
え
る
仁
斎
の
『
大
学
』
に
関
す
る
説
に
比
べ

て
尊
者
の
説
が
は
る
か
に
精
彩
が
あ
り
、
独
自
性
に
富
ん
で
を
り
、
更

に
は
、
格
物
致
知
の
補
伝
に
朱
子
が
〃
諮
然
貫
通
云
々
〃
と
い
ふ
の
を

〃
仏
法
の
似
せ
ぞ
こ
な
ひ
〃
と
批
判
し
て
ゐ
る
論
旨
も
尊
者
独
特
の
も

の
で
あ
る
こ
と
を
考
へ
れ
ば
、
『
偶
談
』
に
精
彩
を
つ
け
て
論
じ
ら
れ

て
ゐ
る
『
大
学
』
の
朱
子
学
的
解
釈
に
対
す
る
尊
者
の
批
判
が
古
義
堂

の
学
問
の
影
響
を
受
け
た
も
の
と
い
ふ
風
に
簡
単
に
評
し
去
る
こ
と
は

到
底
無
理
な
こ
と
で
あ
る
」
（
九
一
頁
）
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
確
か

に
詳
細
に
検
討
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
見
逃
し
得
な
い
相
違
は
あ
る

、
、
、
、
、
、

が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
は
、
大
枠
に
お
い
て
慈
雲
は
い
わ
ゆ
る
堀

川
学
の
影
響
を
う
け
て
い
る
と
考
え
る
。
「
影
響
」
と
い
う
表
現
が
不

適
切
な
ら
ば
、
「
触
発
」
と
言
い
か
え
て
も
良
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て

は
、
後
段
に
お
い
て
詳
し
く
論
ず
る
。

（
５
）
小
林
正
盛
氏
は
「
世
界
的
偉
聖
慈
雲
尊
者
」
（
樹
下
快
淳
氏
編
『
慈
雲

尊
者
』
八
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
Ｖ
所
収
）
の
中
で
、
大
阪
の
木
村
兼

葭
堂
と
い
う
商
人
が
「
常
に
尊
者
の
所
に
出
入
し
、
珍
し
い
オ
ラ
ン
ダ

か
ら
来
た
様
な
も
の
が
あ
る
と
尊
者
の
所
へ
持
っ
て
行
っ
た
ら
し
い
」

（
一
四
一
頁
）
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
慈
雲
は
、
こ
の
人
物
か
ら
ヨ
ー

ロ
ッ
・
〈
の
新
し
い
知
識
を
得
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
氏
に
よ
れ
ば
、
慈

雲
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
関
す
る
情
報
を
も
得
て
い
た
と
の
事
で
あ
る
。
木

村
兼
葭
堂
（
一
七
三
六
’
一
八
○
二
）
は
、
大
阪
で
酒
造
業
や
文
房
具

商
、
さ
ら
に
は
出
版
業
を
も
営
ん
だ
商
人
で
あ
り
、
博
学
家
と
し
て
世

に
聞
え
た
人
物
で
あ
っ
た
。

（
６
）
『
本
居
宣
長
全
集
』
（
筑
摩
書
房
）
第
八
巻
、
三
○
九
頁
。

（
７
）
岩
波
日
本
思
想
大
系
別
『
平
田
篤
胤
伴
信
友
大
国
隆
正
』
、
一
三

頁
。

（
８
）
『
仏
教
思
想
史
』
（
平
楽
寺
書
店
）
２
所
収
。
こ
の
柏
原
氏
の
論
考
か

ら
は
多
く
の
事
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
こ
の
節
で
示
す
よ
う

に
、
私
の
結
論
は
氏
の
そ
れ
と
は
大
き
く
異
な
る
。

（
９
）
柏
原
祐
泉
氏
「
護
法
思
想
と
庶
民
教
化
」
（
『
近
世
仏
教
の
思
想
』
八
岩

波
日
本
思
想
大
系
印
Ｖ
所
収
）
・
ま
た
、
柏
原
氏
は
、
慈
雲
の
「
正
法

律
」
復
興
の
運
動
が
、
明
治
の
仏
教
復
興
運
動
に
つ
と
め
た
釈
雲
照
や

福
田
行
誠
等
に
も
継
承
さ
れ
て
い
た
事
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。
明
治

の
仏
教
復
興
運
動
と
慈
雲
の
思
想
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
た
と
え

ば
、
池
田
英
俊
氏
『
明
治
の
仏
教
ｌ
そ
の
行
動
と
思
想
ｌ
』
（
評
論
社
）

に
詳
し
い
。

（
加
）
「
宣
長
大
人
と
慈
雲
尊
者
の
神
道
説
」
（
前
掲
樹
下
氏
編
『
慈
雲
尊
者
』

一
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八
附
記
ｖ
本
稿
は
、
日
本
思
想
史
学
会
昭
和
六
十
三
年
度
大
会
に
お
い
て
行

わ
れ
た
「
日
本
の
伝
統
と
外
来
思
想
Ｉ
近
世
に
お
け
る
神
道
・
儒
教
・
仏

教
・
キ
リ
ス
ト
教
の
諸
問
題
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
も
と
づ
く
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
中
で
、
「
近
世
に
お
け
る
仏
教
と
神
道
」
と
い
う
小
テ
ー
マ
を
担
当
し
た

際
の
発
表
原
稿
に
最
終
節
を
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
学
習
院
高
等
科
教
諭
・
学
習
院
大
学
兼
任
講
師
）

（
ｕ
）
誤
解
の
な
い
よ
う
に
言
う
の
だ
が
、
こ
こ
で
私
は
、
慈
雲
の
こ
の
営
為

が
祖
棟
の
古
文
辞
学
の
影
響
の
も
と
に
あ
る
な
ど
と
い
う
事
を
言
お
う

と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
両
者
に
は
直
接
の
影
響
関
係
は
認
め
ら
れ

な
い
。
慈
雲
の
営
為
は
、
明
ら
か
に
独
自
の
も
の
で
あ
る
。

所
収
）
、
一
九
三
頁
。
樹
下
氏
が
編
ま
れ
た
『
慈
雲
尊
者
』
に
お
い
て

は
、
他
に
も
辻
善
之
助
氏
や
小
林
正
盛
氏
等
が
同
様
の
指
摘
を
行
っ
て

‐
生
、
坐

り
″
１
〃

い
る
。

一

一

五


